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公益財団法人 本多記念会 
                              理事長 掛下 知行        

 
第２２回（令和７年度）本多フロンティア賞受賞候補者の推薦依頼について 

 
謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
当財団はお陰をもちまして多方面のご協力とご援助により順調な進展を遂げ、創立６７年

目を迎えることができましたこと深く感謝申し上げます。 
さて、当財団は、故本多光太郎先生の偉業を永く記念して、これまで「本多記念賞」及び

「本多記念研究奨励賞」を贈呈して参りました。今回推薦依頼をお願いいたします「本多フ

ロンティア賞」は第６回から、研究分野領域を広げ、金属材料などの無機材料、有機材料及

びこれらの複合材料の研究において、学術面あるいは技術面において画期的な発見又は発明

をした方に「本多フロンティア賞」を贈り、その功績を表彰することといたしました。 
つきましては、第２２回（令和７年度）の本多フロンティア賞受賞候補者を募集いたしま

すので、「募集要項」によりご推薦いただきたく、ご依頼申し上げます。 
敬具 

 
記 

 
１ 送付書類 
  第２２回（令和７年度）本多フロンティア賞受賞候補者推薦書用紙（３枚綴） 1 通 
２ 推薦締切期限 
  令和６年９月６日（金）厳守 
３ 推薦・応募書類の提出先（当財団事務局） 
   〒９８０－８５７７ 仙台市青葉区片平二丁目１－１ 
             東北大学金属材料研究所内 
              公益財団法人 本多記念会 
               （電話）０２２－２１５－２８６８ 
４ お問い合わせ先 
  ご不明の点がありましたら上記事務局にご照会ください。（月～金曜 ９～１７時） 



本本多多フフロロンンテティィアア賞賞受受賞賞候候補補者者募募集集要要項項  

  
本多フロンティア賞受賞候補者の募集は、本多フロンティア賞 に き、この要項

により する。 
１ 賞の目的及び      
   理 学、 に金属材料などの無機材料、有機材料及びこれらの複合材料の３分野

のい れかの分野において、学術面あるいは技術面において画期的な発見又は発明

を行 た者を とする。 
   なお、団 は受賞 としない。 
２ 賞金と  
   ５０ （ 年２ を ） 
３ 推薦者 

理 の大学、 公 立研究機 、学会、 の 業および当記念会の する

人。 
なお、推薦者は、候補者を推薦するに当たり、 の受賞者 （当記念会

に ）を参 にして推薦するものとする。 
４ 推薦  
   本会所 の推薦書（記 は で） 各１通に、業績の となる の 料を

付して、本会に提出する。 
    要業績 （３０ 内）               ３通 
    要業績  （ 要業績 に記 の業績の内５ 内） ３通 
    または    ３ 内                 ３通 
    その 参 となる 料                   ３通 
  推薦書及び 要業績 は片面での とする 
５ 推薦締切期日 
   令和６年９月６日（金） 
６ 方法 
   理事会内に 会を て、上記に した 分野について し、理事

会において受賞者を する。 
７ 受賞者発表及び 賞 の期日 
   令和７年２月２３日（本多光太郎先生 生日）に公表する。 賞 は５月又は６

月。 
８ 提出書類の送付先、問い合わせ先 
   〒９８０－８５７７ 仙台市青葉区片平二丁目１－１ 
              東北大学金属材料研究所内 
               公益財団法人本多記念会 
                （電話）０２２－２１５－２８６８ 
              
           （推薦書は より ンロ することができます） 
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所                           電 話（  ）       
 
学 位                                    
  

  年  月                年  月 
  年  月                年  月            
  年  月                年  月 
  年  月                年  月 
  年  月                年  月 
  年  月                年  月 
  年  月                年  月 



 
受賞の となる業績の 目 
 

 
 

   
受賞の となる業績の な分野 金属などの無機材料、有機材料、これらの複合材料 

   （い れかに を付して下さい） 

受賞の となる業績の 要（３、０００ 度） 

（研究の 、有用 、 及 も記 のこと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



 

 

参    事  項（賞・ など） 

 

 



本多フロンティア賞受賞者  

 

回 年 月 日 受 賞 者 受 賞   業 績 
    

  長  

１ １６ ５ １４     ン の発見   人 ５  

２ １７ ５ １３     による 材料の    人 ７  

３ １８ ５ １２      
 野   

 

金属の 度 ロ の 発 
を ・ 用した電 明

材料の機  
  人 ７  

４ １９ ５ １１   清  ロ による先 材料の 発     ５  

５ ２０ ５  ９ 青    清 
 

     

に れた 合

金の 発 
合金の創 と に する

学の 立 

    ５  

６ ２１ ５  ８     
 

 野 和  

金属 にお る 電 学の

発展と機 の展  
金属材料の と に する研究 

太   二 ７  

７ ２２ ５ １４     の と ・

位 材料の創出 和     ７  

８ ２３ ７  １     面の による 光

電 機 の      ７  

９ ２４ ５ ３０    太郎 電 その 法による

ロ の 明 青    清 ７  

１０ ２５ ５ ３１    人 
 

    

長 期 合金の

発 
大 による 材料の創  

    ７  

１１ ２６ ５ ２９      
 

   彰 

光電 分光法による の電

と 発 機 の 明 
ロ による 材料の

 

    ７  

１２ ２７ ５ ２９     
 

    

電 二 を 用した 度２ 電

の創 と電 機  
を 用した ン合金

の 発と市 創出 

   太郎 ９  

１３ ２８ ５ ２７      
 

 永  二 

ア の ・ 技術の

発明と 発 
電力 の 発

と、その ロ の発見 

    １０  



１４ ２９ ５ ２９     
    

ン 学の  
テン の 研究および

記 合金の発明 
     １０  

１５ ３０ ５ ２９     
 
 

    功 

先 にお る 頼

材料の 発と ア の

発明 
第 理 の材料 学 の応用と 材

料  

 野   １０  

１６ 令 ５ ３１     行 
 

    

・ を した先進 材料の

創  
ン 用を用いた ン ロ

の  

     １０  

１７  ２ １１ ６ 有    
 

    

に く 機 の

 
ン ロ ロン 光 を 用した

材料 学の創  

    １０  

１８  ３ １１ ２６     
 

 野   

の たな機 と

の応用 
金属材料学を とした 機

明と 法の 立 

     １０  

１９  ４ ５ ２７      
 

    

の創 と ・力学

に する研究 
ン 合の

発と応用 

 永   １０  

２０  ５ ５ ２６     
 

    彰 

度 のない 合 を する

合法の 発 
ン の 発および 会

 

    １０  

２１  ６ ５ ２４  行   
 

    

材料 と 調和フ ン および電

の 的 法の 発 
ン にお る創発 の研究 

    １０  

 




